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今
号
の
テ
ー
マ
は
、

“
新
し
い
ク
ラ
ブ
を
作

ろ
う
”
と
し
ま
し
た
。

２
つ
の
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

解
散
や
休
会
ク
ラ
ブ
の

復
活
で
す
。
今
、
毎
年

毎
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

減
り
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
な
ん
と
か
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
た
い
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
不
可
能
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
年
も
、
復
活
し
た
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
す
。
ま
っ
た
く
の
新
人
ク
ラ
ブ
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
解
散
や
休
会
中
の
ク
ラ
ブ
に
は
、

隣
の
ク
ラ
ブ
と
合
体
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
何
か
の
機
運
が
生
じ
れ
ば
、

復
活
も
あ
り
え
ま
す
。

地
域
の
中
に
交
流
の
場
を
作
り
た
い
と
い
う

人
が
何
人
か
い
て
、“
じ
ゃ
あ
作
っ
て
み
よ
う

か
”
と
そ
の
気
に
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
き

た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

“
三
人
寄
れ
ば
文

殊
の
知
恵
”
と
言
い

ま
す
が
、“
あ
っ
た

ら
い
い
か
も
”
が
３

人
集
ま
れ
ば
、“
じ
ゃ

あ
や
っ
て
み
る
か
”

に
化
学
変
化
す
る
か

も
し
れ
な
い
の
で

す
。

“
新
し
い
ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
”
の
も
う
ひ
と

つ
の
意
味
は
、
時
代
が
変
化
す
る
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
と
い
う
意
味
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
が
生
ま
れ
た
昭
和
38
年
頃
に
比

べ
て
、
平
均
寿
命
は
15
年
以
上
伸
び
、
70
代
で

も
働
く
人
が
増
え
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

自
分
は
ま
だ

老
人
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る

元
気
な
シ
ニ
ア

に
と
っ
て
魅
力

的
な
ク
ラ
ブ
、

学
生
や
40
・
50

代
の
若
い
ミ
ド

ル
・
シ
ニ
ア
が
活
動
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ブ
、
そ

し
て
、
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
た

い
人
た
ち
の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
ク
ラ
ブ
。

理
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
ク
ラ
ブ

作
り
を
考
え
て
み
た
い
の
で
す
。

“
あ
る
と
い
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
無
理
だ
な
”

か
ら
、
一
歩
だ
け
前
へ
踏
み
出
す
仲
間
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
老
連
は
、
令
和
７
年
度
の
予
算
で
、“
新

し
い
老
人
ク
ラ
ブ
”
が
で
き
た
市
町
村
老
連
へ

の
助
成
金
を
新
設
し
ま
し
た
。

県
老
連
事
務
局
へ
の
連
絡
先
：

�

０
４
５
‐
３
１
１
‐
８
７
３
７

新しい新しい老人クラブ老人クラブをを作ろう作ろう
〈仲間を増やそう〉

今号の
テーマ
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活動は「部活動制」
本部は月１回の「お茶飲み会」
を運営し、その他の活動は各部
が部長を選出し、年間の計画か
ら実施まで行います。現在９部
会（健康麻雀部、カラオケ部、
将棋部、手芸部、折り紙部、体

操部、料理部、刃物研ぎ部、
卓球部）が積極的に活動中
です。

会結成の思いとこれから
「皆さんの復活に対する熱意と
地域を大切に思う気持ち、さら
には会員の友愛活動の大切さの
認識が高いこと、その思いに応
えたいということで会長を受け
ました」と山口会長。会員が楽
しく活動することで健康とコ
ミュニケーションが図られ、友
愛関係を醸成していくことが大
切と考えます。

クラブの
活動紹介

13年ぶりに復活した老人クラブ
「同じ地区に住んでいるのに日
常のコミュニケーションができ
なくて寂しい」「趣味や特技を
持っている人の触れ合いの場が
欲しい」そういう地域住民の声
に応えて立ち上がりました。

秦野市老人クラブ連合会秦野市老人クラブ連合会
横野長寿会「遊喜会」横野長寿会「遊喜会」

結　成：令和５年３月�
会員数：84名�
会　長：山口　國雄�

「会員が自主的に活動し、「会員が自主的に活動し、
その中から喜びを感じる会」が発足！その中から喜びを感じる会」が発足！

横
野
長
寿
会
３
月
活
動
予
定

横
野
長
寿
会
３
月
活
動
予
定

お茶会での演奏を披露お茶会での演奏を披露

刃物研ぎ部の活動の様子刃物研ぎ部の活動の様子

新しい新しい老人クラブ老人クラブをを作ろう作ろう
第209号3 ゆめジャーナル神奈川



臼
杵
市
は
山
間
部
も
多
く
、
65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
は
43
％
。
平
成
28

年
頃
、
高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
む
中

で
、
地
域
の
同
好
会
を
老
人
ク
ラ
ブ

に
取
り
込
む
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

現
在
、
10
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
。
将

棋
、
麻
雀
、
歩
こ
う
会
の
ほ
か
に
、

七し
ち
と
う島
の
会
と
い
う
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま

す
。“
七
島
”
は
、
豊
後
水
道
に
点

在
す
る
７
つ
の
島
、
別
名
“
芸
能
集

団
”
と
呼
ば
れ
、
臼
杵
に
伝
わ
る
盆

踊
り
や
太
鼓
の
伝
統
芸
能
を
地
域
の

盆
踊
り
や
老
連
の
体
育
大
会
な
ど
で

披
露
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
の
悩
み
は
、
国

の
定
め
る
“
概
ね
30
人
”
以
上
に
満

た
な
い
こ
と
で
す
が
、
臼
杵
市
は
15

人
集
ま
れ
ば
認
め
て
く
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
地
域
を
越
え
て
会
員

に
な
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
行
政

の
柔
軟
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
型
の
地
域
ク
ラ
ブ
も
68
あ
り
ま

す
が
、
臼
杵
市
老
連
で
は
、
催
し
も

の
へ
は
相
互
に
参
加
で
き
る
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、“
本
籍

は
守
る
”、
が
暗
黙
の
ル
ー
ル
で
す
。

こ
こ
で
も
、“
足
の
問
題
”
は
あ

り
ま
す
が
、
同
好
会
ク
ラ
ブ
は
60
～

70
代
と
若
手
が
多
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
乗
合
運
転
や
“
ふ
ぐ
バ
ス
”
と

い
う
地
域
循
環
バ
ス

が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。臼

杵
市
老
連
の
も

う
一
つ
の
特
徴
は
、

市
か
ら
月
１
万
円
の

補
助
金
を
も
ら
っ

て
、
認
知
症
の
人
た

ち
へ
の
“
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
”
を
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
な
が
ら
運

営
し
て
い
ま
す
。
社

会
に
役
立
つ
活
動
を

し
た
い
と
い
う
女
性

部
の
思
い
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
認
知

症
施
策
に
力
を
入
れ

る
市
役
所
の
福
祉
施

策
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
・
過
疎

化
の
特
に
進
む
“
野

津
地
区
”
の
カ
フ
ェ

は
、
そ
の
名
も
“
で

か
け
ち
い
く
で
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
吉

四
六
”。“
来
て
も
ら
う
の
は
大
変
だ

か
ら
こ
っ
ち
か
ら
行
く
よ
”
と
い
う

方
言
で
す
。

オレンジカフェで女性部員の皿回しオレンジカフェで女性部員の皿回し

大
分
県
臼
杵
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
聞
き
ま
し
た

第209号 4ゆめジャーナル神奈川



神奈川県社会福祉協議会は、戦後、県内各地で民間

の篤志家がさまざまな福祉活動を始めたところから始

まりました。福祉施設関係者、民生委員を中心に結成

され、昭和 27年に法人化された団体です。

現在、各市町村に設置された社会福祉協議会、社会

福祉法人・社会福祉施設、民生委員・児童委員のほか、

障害当事者団体、職能団体などが会員として参画して

いただき、地域福祉の向上を目指して活動をしていま

す。

「神奈川県社会福祉協議会活動推進計画」を策定し、

「住民参加とさまざまな主体の協働による誰もが尊重

され安心して生活できる地域づくりの推進」を基本理

念に掲げ、「地域での支えあいの推進」「福祉サービス

の充実」「福祉人材の確保・育成・定着の推進」「県社

協活動基盤の充実」の４つの柱に基づいて、各種事業

を実施しています。

神奈川県老人クラブ連合会さまには、県介護福祉士

会等職能団体、障害当事者団体などの団体で構成され

た「第２種正会員連絡会」に参画いただいています。

この連絡会は、それぞれが直面している生活課題へ

の対応状況や組織運営上の課題について、交流を通じ

て理解を深め、各団体での活動の活性化を図ることで、

地域福祉の向上を目指して活動しています。

地域において、老人クラブが軸となり、高齢期になっ

ても住み慣れた街でつながりを作ることができる場を

提供し、健康づくり等に貢献されていることは、「社

会的孤立・孤独」が課題となる中、本会が目指す地域

福祉の推進とも関連が深い活動と認識しています。

引き続き、神奈川県老人クラブ連合会の皆さまと連

携を密にし、全県的な支えあいの地域づくりを推進し

ていきたいと考えています。

団体の紹介 神奈川県社会福祉協議会のこと

連絡会活動のご紹介（一部）

県社協ホームページおススメコンテンツ

連絡会 HP
社会的に理解を広げる必要があるテーマについて、動画を制作して
普及啓発を図っています。ぜひご視聴ください！

【これまでのテーマ】保護司活動／自閉症／てんかん

「かながわ ふくしのギャラリー」で県内の地域福祉活
動、社会福祉の実践活動を紹介しています。

連絡会会員
紹介動画

連絡会
ホームページ

第209号5 ゆめジャーナル神奈川



老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
中
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
支
え
合
い

を
築
い
て
い
く
１
つ
の
核
に
な
り
う

る
存
在
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
世
代
を
超
え
た
人
々
と
の
つ

な
が
り
あ
い
で
、
豊
か
な
地
域
づ
く

り
を
育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。
自
治
会
な
ど
、
地
域
の
中
の
い

ろ
い
ろ
な
団
体
や
グ
ル
ー
プ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
孤
独
と
孤
立
は
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
若
者
や
中
高
年
に
と
っ
て

も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、〝
地
域
の
力
〟
は
小
さ
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち

老
人
ク
ラ
ブ
は
、〝
地
域
共
生
社
会
〟

の
担
い
手
の
一
人
な
ん
だ
と
い
う
自

覚
と
自
負
を
抱
い
て
、
豊
か
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
こ
そ
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
の
拠
点

◇
「
か
」
か
が
や
い
て
元
気
に
生
き
る

（
健
康
・
生
き
が
い
事
業
）

①�

市
町
村
老
連
で
の
高
齢
者
健
康
づ

く
り
実
践
教
室
の
開
催
へ
の
支
援

②�

高
齢
者
社
会
参
画
・
生
き
が
い
づ

く
り
支
援
事
業
（
県
委
託
事
業)

・�
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
‐
県
内
６
ブ

ロ
ッ
ク
で
実
施

・�

地
域
支
援
事
業
担
い
手
養
成
研
修

事
業
‐
地
域
支
援
事
業
の
担
い
手

養
成
研
修

・�

新
し
い
生
活
様
式
で
つ
な
が
る
研
修

・
地
域
支
援
担
い
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
「
な
」
な
か
ま
を
広
げ
て
仲
良
く
生

き
る
（
社
会
活
動
事
業
）

①�

友
愛
チ
ー
ム
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
在
宅
高
齢
者
へ
の
支
援
活
動

友
愛
チ
ー
ム
員
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
の
研
修

②�

友
愛
活
動
等
支
援
事
業

30
市
町
村
老
連
で
会
員
以
外
の

高
齢
者
も
含
め
た
活
動
の
展
開

③�

友
愛
チ
ー
ム
資
質
向
上
研
修
会　

６
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施

④�

地
域
活
動
支
援
事
業 　

ａ
市
町

村
老
連
が
行
う
次
世
代
や
他
団
体

と
の
交
流
事
業 

ｂ
地
域
の
安
全

安
心
支
援 

ｃ
パ
ソ
コ
ン
活
用
事

業　

＊
市
町
村
老
連
は
ａ
ｂ
ｃ
か

ら
１
事
業
を
選
択

⑤�

９
月
20
日
「
社
会
奉
仕
の
日
」

統
一
活
動
の
実
施

⑥�

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
運
動
の
実
施

⑦�

新
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
ス
タ
ー

ト
支
援
（
新
規
事
業
）

解
散
・
休
会
ク
ラ
ブ
の
復
活
や
新

規
誕
生
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

◇
「
が
」
学
習
・
参
加
で
豊
か
に
生
き

る
（
情
報
提
供
学
習
に
よ
る
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業
）

①�

機
関
紙
「
ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
神
奈

川
」
年
２
回
発
行

②�

ブ
ロ
ッ
ク
別
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
・
新
任
会
長
等
研
修
会
の
開

催
（
７
カ
所
）

③�

県
老
連
役
員
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
、

地
域
活
動
推
進
員
の
研
修
会
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
へ
の
参
加
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

④�

市
町
村
老
連
の
指
導
者
育
成
、
６

ブ
ロ
ッ
ク
老
連
連
絡
会
議
へ
の
支
援

◇
「
わ
」
わ
く
わ
く
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
く

生
き
る

①�

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者

事
業
計
画
　
　
　

県老連
令和７年度

活
動
方
針
　
　
　

県老連
令和７年度
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支出
合計 42,283
（単位：千円）
（34,439）

公益目的事業　35,940
（28,946）

公益目的事業　35,940
（28,946）

法人会計
5,199
（4,509）

法人会計
5,199
（4,509）

その他事業 
1,144（984）
その他事業 
1,144（984）

令和６年度決算（）内は令和５年度決算

収入
合計 30,073
（単位：千円）
（35,696）

基本財産等
運用益　25（25）
基本財産等
運用益　25（25）

分担金
5,774
（6,170）

分担金
5,774
（6,170）

事業収益
1,280
（1,150）

事業収益
1,280
（1,150）

県・民間補助金　15,169
（19,469）

県・民間補助金　15,169
（19,469）

県委託費
7,069
（7,069）

県委託費
7,069
（7,069）

寄付金
470

（1,527）

寄付金
470

（1,527）

雑収益
286
（286）

雑収益
286
（286）

支出
合計 36,205
（単位：千円）
（43,055）

公益目的事業　29,881
（36,212）

公益目的事業　29,881
（36,212）

法人会計
4,725

（5,251）

法人会計
4,725

（5,251）

その他事業 
1,599

（1,591）

その他事業 
1,599

（1,591）

事業 金額 説明

クラブ等育成事業 853
（1,112） 県老連、関ブロ、市町村老連研修

地域活動事業 10,267
（10,564） 健康づくり支援、友愛、地域活動支援

調査広報事業 49
（29） ゆめジャーナル委員会等

大会会議費 5,650
（781） 全国老人クラブ大会、功労者の集い

事業活動基金事業
(旧 21世紀基金）

419
（518）

スポーツ交流大会	
基金運営委員会

高齢者社会参画・
生きがい支援事業

2,473
（2,479）

ゆめクラブ大学	
地域支援担い手養成研修

共通経費 16,229
（13,463） 事業に伴う人件費、事務管理経費他

合計 35,940
（28,946）

支出のうち公益目的事業の内訳 （単位：千円）

事業 金額 説明

クラブ等育成事業 1,487
（1,261） 県老連、関ブロ、市町村老連研修

地域活動事業 10,997
（11,212） 健康づくり支援、友愛、地域活動支援

調査広報事業 186
（186） ゆめジャーナル委員会等

大会会議費 609
（6,107） 全国老人クラブ大会、功労者の集い

事業活動基金事業
（旧事業活動基金事業）

90
（578）

スポーツ交流大会	
基金運営委員会

高齢者社会参画・
生きがい支援事業

2,284
（2,594）

ゆめクラブ大学	
地域支援担い手養成研修

共通経費 14,228
（14,274） 事業に伴う人件費、事務管理経費他

合計 29,881
（36,212）

支出のうち公益目的事業の内訳 （単位：千円） 令和７年度予算（）内は令和６年度予算

収入
合計 35,696
（単位：千円）
（31,981）

基本財産等
運用益　25（23）
基本財産等
運用益　25（23）

分担金
6,170
（6,837）

分担金
6,170
（6,837）

事業収益
1,150
（654）

事業収益
1,150
（654）

県・民間補助金　19,469
（15,209）

県・民間補助金　19,469
（15,209）

県委託費
7,069

（7,069）

県委託費
7,069

（7,069）

寄付金
1,527（1,219）
寄付金

1,527（1,219）

雑収益
286

（970）

雑収益
286

（970）

の
つ
ど
い
の
開
催

②
賀
詞
交
歓
会
の
開
催

③�
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催

（
11
月
５
・
６
日
茨
城
県
開
催
）

令
和
７
年
度
の
重
点
目
標

Ｉ�

新
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う

解
散
・
休
会
ク
ラ
ブ
の
復
活
、
新

規
誕
生
ク
ラ
ブ
へ
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援

Ⅱ�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
仲
間
づ
く
り

の
促
進

ス
マ
ホ
・
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会

員
間
の
連
絡
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
広
報
に
活
用

Ⅲ�

地
域
の
多
様
な
団
体
・
組
織
、
地

域
住
民
と
連
携
し
た
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
推
進

自
治
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
学
校
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
と
積
極
的
に
連
携

Ⅳ
女
性
会
員
の
パ
ワ
ー
の
発
揮

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
活
性

化
・
魅
力
化
に
女
性
会
員
の
活
力

の
発
揮

Ⅴ
友
愛
活
動
の
一
層
の
充
実

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
・
支
え
合

い
で
豊
か
な
地
域
共
生
社
会
、
１

ク
ラ
ブ
に
１
友
愛
チ
ー
ム
結
成

Ⅵ�

県
老
連
の
財
政
再
建
に
向
け
た
継

続
的
で
不
断
の
見
直
し
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神
奈
川
県
の
委
託
事
業
と
し
て
、

モ
デ
ル
事
業
を
希
望
し
て
実
施
し
た

老
連
の
事
例
報
告
会
で
す
。

毎
年
、
皆
さ
ん
の
ス
マ
ホ
利
用
の

進
歩
を
感
じ
ま
す
。
専
門
家
の
防
災

の
講
演
も
、「
そ
の
時
」
は
来
て
ほ

真鶴町老人クラブ連合会　　岸　　祐介

役員のグループを作り、役所への提出
物、会議などの連絡報告、イベントの通
知がLINEでできるようになりました

【事例報告１】

「単位クラブでスマホ研修」
二宮町ゆめクラブ連合会　石塚　哲郎

【事例報告2】

３つの単位クラブがそれぞれの地域で
スマホの基本を学びました。さらに、〇〇
payやセキュリティー対策、災害時に役
立つアプリなど応用編も実施しました。

厚木市老人クラブ連合会　小鮎地区　川田　直克

【事例報告3】

LINEの基本やグループ活用について
学び、実際に大きな地震や地域に不審
者らしき人が回っている時に大活躍！

「みなさん“ぼうけん”しましょう！」
～日頃の健康づくりが
　　防災でも役立ちます～

（有）ブライト・シティ・ジャパン　伊勢田　良一

【講演】

日常の「健康づくり」「コミュニケーショ
ンづくり（スマホも使って）」が非日常の
「逃げられる力」「耐えられる力」につな
がります。

し
く
な
い
で
す
が
、
来
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
備
え
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

※
発
表
動
画
は
表
示
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「役員のグループLINEの活用・
今後の取組について」

「グループLINEを活用した安心安
全と地域の活性化のまちづくり」

研修の様子研修の様子

担
い
手
養
成
研
修
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
３
月
18
日
）
の
報
告

ス
マ
ホ
活
用
が
大
き
く
前
進
！

行
事
連
絡
か
ら
防
災
ま
で
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令
和
６
年
４
月
に
「
孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
官

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
５
月

は
「
孤
独
・
孤
立
対
策
強
化
月
間
」

で
も
あ
り
ま
す
。
法
律
の
こ
と
を

知
っ
て
、そ
し
て「
つ
な
が
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
な
ろ
う
！

※
発
表
動
画
は
表
示
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
研
修
】

「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」と

「
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　
　

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局

　
　

福
祉
部
生
活
援
護
課

�

　

小
峰　

智
也

法
律
が
つ
く
ら
れ
た
背
景
に
つ
い

て
、
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
だ
れ
で
も

孤
独
・
孤
立
に
な
っ
て
お
か
し
く
な

い
社
会
事
情
に
あ
る
こ
と
、力
に
な
っ

て
く
れ
る
窓
口
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

【
事
例
報
告
】

「�

民
生
委
員
と
友
愛
チ
ー
ム
活

動
の
協
働
」

　
　

三
浦
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　

塚
越　

郁
子

民
生
員
と
し
て
５
年
勤
め
、
ま
た

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
な
り
友

愛
活
動
を
知
り
ま
し
た
。
目
的
は
同

じ
！
と
思
い
４
月
に
チ
ー
ム
を
作
り

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤

が
続
き
ま
す
が
、
地
域

み
ん
な
で
助
け
合
う

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。

皆でつながりあう社会へ向けて皆でつながりあう社会へ向けて

研修会の様子研修会の様子

女
性
会
議
研
修
会
（
5
月
19
日
）
の
報
告
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令和６年度は「ニュースポーツ交流の
集い開催事業」助成金を活用して６ブロッ
クでスポーツ交流会が開催され、延べ
695 人の方々にご参加いただきました。

募金活用について

●小田原市 21,820 円／緑寿会 4,320 円、堀之内第三福寿会 3,000 円、堀之内第一福寿会 3,000 円、
　東富水地区第三福寿会 3,000 円 酒匂地区老連 3,500 円、橘ゆうゆうクラブ 5,000 円

●相模原市 77,113 円／相模原市老連 51,113 円、６丁目ひばりクラブ 3,000 円、中之郷親茶会 20,000 円、
　星が丘２丁目福寿会 1,000 円、横山六・六会 1,000 円、シルバーフレンド 1,000 円

●大和市 10,000 円／大和市老連 10,000 円

●南足柄市 10,000円／南足柄市老連 5,000円、山崎駒千代会 5,000円

●寒川町 11,000 円／寒川町老連 11,000 円

●大井町 5,000 円／大井町老連 5,000 円

●開成町 10,000 円／開成町老連 10,000 円

●箱根町 10,000 円／箱根町老連 10,000 円

〈その他の会場募金〉

●横三ブロック（ニュースポーツ・横須賀市） 18,162 円 ●湘南ブロック（ニュースポーツ・寒川町） 17,669 円 ●県
央ブロック（ニュースポーツ・座間市）10,839 円 ●西湘ブロック（ニュースポーツ・湯河原町） 23,896 円 ●足柄上
ブロック（ニュースポーツ・開成町） 10,725 円 ●賀詞交歓会 28,954 円

令和６年度「ゆめクラブ神奈川事業活動基金募金」報告

（敬称略）　合計 265,178 円

事業活動基金募金 265,178 円

受取利息 247円

雑収 600円

前年度繰越金 1,046,541 円

収入合計 1,312,566 円

収　入

委員会開催諸経費等 22,220 円

各市町村助成金 390,000 円

振込手数料負担 7,108 円

支出合計 419,328 円

次年度繰越金 893,238 円

支　出

【決算報告】（令和 7年 3月 31日現在）

事業活動基金は R ６年度で終了となり
ました。
各ブロックでのスポーツ交流は、新たな
会員の獲得にもつながり、県への補助金
の要望を続けています。それまでの間、
昨年度に市町村老連へお配りした募金箱
も活用して、事業を続けていただけるこ
とを願っています。

DREAM
CLUB
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みんなで歌う心のうた 100 選
提供のお知らせ

女性会議委員が選曲した歌集です。
A5版サイズ１冊1,100円（送料無料）。
詳細はゆめクラブ神奈川のホームページで
ご覧いただけます。

1月 10日 賀詞交歓会

2月 ４〜５日 全老連代表者会議（霞が関）

3月

７日 理事会

10日 ジャーナル編集委員会

13日 全国老人クラブ・理事会（霞が関）

18日 担い手シンポジウム（→Ｐ 8）

24日 評議員会

25日 事務担当者会議

4月
８日 関東ブロ・事務局長会議

14日 女性会議・ブロック代表者会議

5月

7日 監事会

9日 理事会

19日 女性会議研修会

26日 評議員会

6月 25日 関東ブロック・リーダー研修会（長野県）
～ 26日

7月
18日 役員研修会

30日 全老連・事務局長会議

県老連の動き～事業実施のご報告～

公式公式LL
ラ イ ンラ イ ン

INEINEとお友達になってください！とお友達になってください！
ゆめクラブ神奈川は、公式 LINE で県老連情報や市町村老連のゆめクラブ神奈川は、公式 LINE で県老連情報や市町村老連の
活動紹介を行っています。ぜひ、お友達登録をおねがいします！活動紹介を行っています。ぜひ、お友達登録をおねがいします！

【友だち追加の方法】
① LINE を起動
②ホーム（もしくはその他）
③友だち追加マークを
　タップ
④�カ メ ラ が 起 動 し た ら QR

コードを読み取る
⑤�アカウントが表示されたら
「追加」をタップ

【ゆめクラブ神奈川】
ＬＩＮＥ公式アカウント

友だち
募集中

県老連の最新情報、各クラ
ブの活動紹介、時にはプレ
ゼント企画などお届けして
います。＠ 501endog

ＬＩＮＥの「友だち追加」からＩＤ検索するか、
ＱＲコードをスキャンしてください。

DREAM
CLUB

令和７年新年賀詞交歓会

関東ブロックリーダー研修会
長谷川（座間市）、太田（大和市）、宮本（小田原市）、
山崎（葉山町）が参加しました（敬称略）
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座
間
市
四
ツ
谷
に
広
が
る
向
日
葵
畑
で

す
。
遠
く
に
大
山
が
見
え
ま
す
。
ソ
フ
ィ
ア
・

ロ
ー
レ
ン
主
演
の
映
画
“
ひ
ま
わ
り
”
を

思
い
出
し
ま
す
。
あ
れ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
ひ
ま
わ
り
畑
で
し
た
。
ひ
ま
わ
り
畑
を

バ
ッ
ク
に
、
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ン
シ
ー
ニ
の

哀
し
い
テ
ー
マ
曲
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

毎
年
８
月
に
座
間
市
〝
ひ
ま
わ
り
ま
つ

り
〟
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
背
丈
の
低
い
〝
ミ

ニ
ヒ
マ
ワ
リ
〟
で
す
。

小
田
急
線「
座
間
駅
」

小
田
急
線「
相
武
台
前
駅
」

マ
イ
カ
ー

座
間
市
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
会
場

座
間
市
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
会
場

座
間
市
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
会
場

徒歩10分徒歩10分

約５㎞約５㎞

路線バス
座間四ツ谷行き
「神社前」下車

「ひまわりまつり
会場」行き

臨時直行バス運行

圏央道
圏央厚木IC

写真提供：座間市地域づくり部地域プロモーション課写真提供：座間市地域づくり部地域プロモーション課

編
集
委
員
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

【
座
間
市
】

座
間
市
四
ツ
谷
向
日
葵
畑
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